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RBA（豪州準備銀行）は10月3日（現地、以下同様）の理事会で、市場予想通り政策金利を4.10％に据

え置くことを決定しました。据え置きは4会合連続です。

今回は9月18日に就任したブロック総裁（前副総裁）の下で行われる初めての会合でしたが、声明文の

書きぶりに目立った変化はありませんでした。前回の声明文と実質的に異なる点は、物価と経済の現状認

識に関する記述だけです。具体的には、物価に関して「足元で燃料価格が目立って上昇した」との認識が、

経済に関して「今年前半の成長は予想より少し強かった」との認識が新たに示された程度であり、経済指

標の実績が今後の見通しに大きな変更を加える要因にはなっていないようです。

今後の方針は、これまでと同じく「妥当な期間内にインフレ率を目標に戻すことを確実にするため、い

くらかの更なる金融引き締めが必要になるかもしれない」と追加利上げに含みを持たせた文言です。市場

参加者の間では、年内の追加利上げの有無に関して見方が割れています。次回11月は四半期に1度の経

済・物価見通しが更新されるタイミングであり、年内に利上げがあるとすれば次回の可能性が高いでしょ

う。逆に、次回も政策金利が据え置かれれば、利上げ打ち止め観測が一層強まりそうです。次回会合に向

けては、10月25日発表の7-9月期消費者物価指数を中心に、10月19日発表の9月雇用統計、10月30日発

表の9月小売売上高などの経済指標、ならびに海外経済の動向が注目されます。

オーストラリア金融政策（2023年10月）
4会合連続の政策金利据え置き
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2023年10月3日

（出所）豪州統計局

豪州：消費者物価指数（前年同月比）

（％）

次回会合での利上げの有無が当面の金融市場にとって重要に

豪州：金利と為替

（出所）ブルームバーグ

※10年国債利回りと豪ドル円は2023年10月2日まで
※政策金利は決定日ベース

（％） （2018年9月～2023年8月）
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